
※出典：令和２年７月球磨川豪雨検証委員会

1

１．球磨川流域治水協議会における治水対策の検討状況①

◆被災状況

山田川からの越水による浸
水開始時刻は６時頃と想定

山田川からの氾濫水が流入す
ると共に、球磨川も氾濫開始

山田川の9:30頃、球磨川の9:50
頃の水位ピークまで浸水が拡大

氾濫注意水位から避難判断水位まで30分弱
避難判断水位からはん濫危険水位まで30分弱

◆流量の推定、水位の変化

• 避難開始から10分程度で膝くらいまで浸水した感覚
• 水位が瞬く間に腰の高さまで上がり、車での移動はできず、
自宅や隣家の２階へ避難した方が多かった。

• 水平避難が遅れた者は、自宅での垂直避難しかできなかった。

治水対策とまちづくり・避難の考え方 資料２

※データ出典：八代河川事務所提供実績浸水深、市資料り災判定
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１．球磨川流域治水協議会における治水対策の検討状況② 治水対策とまちづくり・避難の考え方

※出典：3/24球磨川流域治水協議会資料
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１．球磨川流域治水協議会における治水対策の検討状況③

◆人吉エリアでの対策

【河道掘削】
河道の流下能力を向上させる

【遊水地】
洪水流量の一部を貯めて、下流のピーク流量を下げる

【支川の対策】
河道掘削、堤防強化、遊水地、放水路等

※出典：3/24球磨川流域治水協議会資料

治水対策とまちづくり・避難の考え方
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１．球磨川流域治水協議会における治水対策の検討状況④ 治水対策とまちづくり・避難の考え方

※出典：3/24球磨川流域治水協議会資料



▽計画高水位余裕高
▽流量低減後の水位
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１．球磨川流域治水協議会における治水対策の検討状況⑤

① ② ④現況

※ただし、計画高水位を超える洪水が流下することから堤防決壊による
氾濫が発生するリスクがあり、万江川、山田川合流点付近において３ｍ
を越えて浸水すると推定されている。

・令和３年度出水期までに可能な限りの堆積土砂の撤去や堤防決壊箇所の本復旧を実施するほか、緊急治水対策プロジェクトを推進し、対策が完了した後に浸水想定が変わるとされています。

現況
①第一段階完了時点 （掘削及び輪中堤・

宅地かさ上げまで完了した時点）

③第二段階完了時点

（人吉地区の河道拡幅、引堤まで完了した時点）

④緊急治水対策プロジェクト完了時点

（流水型ダム、市房ダム再開発の完成時点）

※ただし、令和２年７月豪雨を越える想定最大規模の降雨があった場合に
は、堤防等では防ぎきれず、広範囲で浸水すると想定される。

※出典：球磨川流域治水協議会資料

■各段階における浸水想定

治水対策とまちづくり・避難の考え方

③



治水対策の事実と復興まちづくりにおける課題

【３つの事実】

• できることから始めているが、治水対策には時間がかかる

• 治水対策の効果によって浸水範囲や浸水深が減るのは、かなり先になる

• 復興まちづくり・住まいの再建の時間軸と、治水対策の時間軸のスケールが異なる
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２．治水対策を踏まえたまちづくりや避難の考え方① 治水対策とまちづくり・避難の考え方

【２つの課題】

• また豪雨があった時に、どのように自分の生命や財産を守るか

• 治水対策が完了した後も、堤防の決壊や想定最大規模の洪水も起こりうる中で、どのように対応するか

【復興まちづくり】

• これを前提として、復興まちづくりをどのように考え、取り組むか、住民懇談会を通して検討していく

復興まちづくり・住まいの再建

治水対策の時間軸

復興まちづくり・
住まいの再建の時間軸



▽計画高水位

▽想定最大規模洪水の水位
▽令和２年７月豪雨の水位

居室

店舗
居室

▽平水位

居室

居室

居室

ピロティ構造

避難場所整備

避難路整備

避難ビル
指定・整備

※緊急治水対策プロジェクトが完了した後も、想定最大規模の洪水に対しては避難が必要
※進行中の降雨・洪水に対しては、どの程度の流量・水位となるか分からない

【浸水深3.0m以上】 【浸水深0.5m未満】 【浸水しないエリア、高台等】

高台への移転

◆視点１ ：安全性の高い建て方や土地利用の誘導
◆視点３ ：流域治水の取り組み

◆視点２ ：避難方法の見直し

◆視点１ ：
安全性の高い建て方
や土地利用の誘導

◆視点２ ：
避難方法の見直し

◆視点３ ：
流域治水の取り組み
（主に国 ・県 ）

• 河道掘削、堤防整備、輪中堤・宅地かさ上げ、遊水地等の取り組みを

集中的に実施し、令和２年７月豪雨と同規模の洪水に対して越水による

氾濫を防ぐ

• 想定最大規模の洪水があった際に、避難の時間を稼ぐ

• 遊水地、放水路、かわまちづくり等についてまちづくりと連携・調整する

・災害に強い建築物の建て方を誘導する

（地区計画等によるピロティ構造の推奨など）

・災害リスクを回避する土地利用の規制・誘導を行う

・宅地の盛土・嵩上げ、高台への移転により、安全な場所に建てる

盛土・嵩上げ

・整備の段階に応じて、浸水深の実績や想定を踏まえて、避難方法を見直す

・浸水区域外への避難路を整備する

・浸水区域外への避難が難しいエリアや、逃げ遅れた時の緊急避難のために、

避難場所や避難ビルの整備・指定を行う

・避難行動要支援者の避難の支援体制を確立する

浸水深 出水時の行動・心構え

家屋倒壊等
氾濫想定区域

• 家屋が倒壊するおそれがあり、避難が遅れると命

の危険が非常に高いため、避難情報や水位情報に

注意し、事前に必ず避難所等の安全な場所に避難

3.0ｍ以上 • ２階建て住宅では２階まで浸水し、避難が遅れる

と危険なため、避難情報や水位情報に注意し、必

ず避難所等の安全な場所に避難

• 高い建物でも、浸水深が深いため、事前に避難所

等の安全な場所に避難

0.5m以上
3.0m未満

• １階床上浸水になり、避難が遅れると危険

• 避難情報や水位情報に注意し、必ず避難所等の安

全な場所に避難

• ２階以上に居室がある場合は、浸水が始まってか

らの避難は水深0.5mでも危険なため、避難が遅

れた場合は無理をせず自宅２階等に避難

0.5ｍ未満 • 避難が遅れた場合は自宅上層階へ避難

• （床下浸水）

【浸水深0.5m以上3.0m未満】

居室

居室居室

居室

河道掘削、堤防整備、遊水地等

土地利用の誘導

土地利用の規制

避難所整備

■浸水深に応じた危険性、避難などの行動・心構え

緊急治水対策プロジェクト完了後

どのように地区の安全性を高めながら
住まいを再建するか、今後の地区別懇談会で議論

どのような対策がされるのか国・県に確認し
流域治水とまちづくりの連携について調整

どのように避難するか、今回の地区別懇談会で議論

居住の誘導を図るゾーン
（用途地域内）

防災性の高い建て方を
誘導するゾーン

防災・減災対策を重点的に取り組むゾーン

２．治水対策を踏まえたまちづくりや避難の考え方② 治水対策とまちづくり・避難の考え方
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※現時点の案であり、決まったものではありません■まちづくりの３つの視点



■土地利用計画の考え方

・今次豪雨の浸水実績を基に、浸水深に応じた土地利用の規制・誘導の考え方を踏まえ、土地利用の規制および誘導、防災性の高い建て方の誘導を図るとともに、防災・減災対策を重点的に取り組む。

２．治水対策を踏まえたまちづくりや避難の考え方③ 治水対策とまちづくり・避難の考え方
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※現時点の案であり、決まったものではありません



■避難の考え方と必要な施設

前提：想定最大規模降雨L2の浸水想定区域・浸水深を基に、避難の考え方と必要な施設を設定し、命を守るとともに減災を図る。

①大雨に関する災害が予想された段階で、事前に浸水しないエリアへ避難

②リードタイム（避難時間帯）に浸水しないエリアに避難 ⇒避難路整備、浸水しないエリアや高台の避難所整備

③リードタイム（避難時間帯）に避難が困難なエリアにおける緊急避難、逃げ遅れた時に緊急避難 ⇒避難路、避難場所整備、避難ビル指定、垂直避難ができる災害に強い建築物の建て方を誘導

▽計画高水位

▽想定最大規模洪水の水位

▽令和２年７月豪雨の水位

▽平水位

▽避難判断水位

▽氾濫注意水位

▽氾濫危険水位

リードタイム
（避難時間帯）

⇒避難準備情報の発表

⇒避難勧告等の発令（避難指示に一本化）

⇒避難完了

避難場所、避難ビルの整備・指定等
※位置は現時点での想定・イメージ

避難の方向

想定最大規模（L２）

約30分

２．治水対策を踏まえたまちづくりや避難の考え方④ 治水対策とまちづくり・避難の考え方

※出典：令和２年７月球磨川豪雨検証委員会
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※現時点の案であり、決まったものではありません
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２．治水対策を踏まえたまちづくりや避難の考え方⑤ 治水対策とまちづくり・避難の考え方

※現時点の案であり、決まったものではありません

※一部に現在は無い提案としての道路や公園を含みます
■避難地・避難ルートの考え方の一例



【今次豪雨浸水区域】

【重点地区】

・町丁・集落単位で同じような被害状況や課題を抱える行政区をひとまとまりの地区とする

【個別の復旧事業】

・災害査定

・道路の復旧 等

【復興まちづくり計画】

・住まいの再建方法を検討

・避難のあり方や必要施設を見直し

・流域治水対策と連携・調整
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【被災市街地復興推進地域に指定】

一定期間のバラ立ちを防ぎ、その間に市街地復興の方針を検討

【被災市街地復興推進地域】

①大規模な災害で相当数の建築物が滅失した地区

②公共施設の不足等で、そのまま再建しても課題が残る地区

③上位・関連計画における位置づけがある地区

＜各区域のイメージ＞

＜対応方策のイメージ＞

・防災性の高い建て方を誘導

・避難路・避難場所の整備

・流域治水における対策

被災市街地の整備（被災市街地復興土地区画整理事業、災害復興

市街地再開発事業等の事業手法）

• 重点地区において、地区毎に復興まちづくり計画を検討し、住まいの再建や避難方法の見直しに資する必要な施設整備を行います。

• 中でも特に被災市街地復興推進地域においては、市街地復興のための市街地開発事業も含めて検討する。

２．治水対策を踏まえたまちづくりや避難の考え方⑥ 治水対策とまちづくり・避難の考え方

※現時点の案であり、決まったものではありません


